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第L報大腸菌Lコクチヂン1軟膏貼附局所

皮膚Lコカイン1作用ノ程度ト流血中

凝集素産生トノ相互関係

京都帝凶大事密接部外科挙数室（烏i島教授指導）

密皐土 橋 本 長 利

（常時北野病院外科皆員）

緒 言

本研究ノ；第 3 報＝於テ，健常次兎！支府＝大腸菌 Lコクチゲン寸軟サ1：~.o瓦（Lコクチグン「含量

1.25詫）ヲ24時間貼附セルェ，共後第12日目＝於テ流血中ニ最大ノ擬集素量ヲ！空間スルコトガ

立誰セラレタリ。此ノ際軟背貼附局所皮膚ヲ種々ノ大キサ＝切除スル時ハ，切除而ノ大ナル税

流血中凝集素ノi幸生ガ毎々減弱スルコトヲ：伝説シタリ。

然ラパ軟干i；貼附局所皮府＝種々ノ成サ＝テLコカイン寸秋’ffヲ外Hj:;,,, .L'J.テ局所制II胞ノj臨海ヲ

企ツJ［.，，時へ血中ニ内.tj：セラルベキ凝集主主二量ハ如イJJJナJ［.，，；影響ヲ蒙ルベキカ。本質験ハ此ノ疑問

ノ解決ニ向ヒテ遂行セラレタyレモノナリ。

費験第1大腸菌しコタチゲシ寸軟膏貼附局所皮膚面へ4%

Lトロパコカ4シ寸軟膏ヲ貼附シタJI-場合

資~i会方法ハ凡テ第 2 報＝於ケルト同一ナリ。唯ダ特殊 Lオプソニン 1 ノ代リ＝特殊擬集素ノ

産生程度ヲ指標ト~シタ yレノミノ差ナリ n

L トロパコカイン寸軟nrぞ擦貼月jハ24時間保ニ更新シ1..J.日間持鮪セリ，凝集慎ノ中lj定ハ第3報
＝；荘ベタルガ如シ。

各群個々ノ’1.1験成績ハ第1ぷ乃至第3炎迄ニ示サレ，同一貫験ヲ 3悶繰リ返シタ 7[.,,4群＝於

ケJL-平.l!cjfp＇（ヲグ！とメタルニ第 4表及第1同ノ結果トナリグリ。
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第 li表大腸菌Lコタチゲン1軟平1'24時間貼附後其ノ局所皮膚＝積々／大キサz

45oLトロパコカイン1軟干Fヲ貼附シ，日ヲ迫ヒテ測定シ符タノレ血中凝集償

764J 

800 

1) 軟脊貼附局所全面積（20.25卒方糎）ノ1/5印チ4.05卒方糎ヲ廠痔セシメタルモノ。

2) 同ジクソノ l/3gpチ6.75卒方「糎ヲ廠:Ji}.tセシメタルモノ。

3) l司ジクソノl/2gpチ10.12511'-方糎ヲ廠痔セシメタルモノ。

4) 同ジタ全面積印チ20.25平方糎ヲ廊痔セシメタルモノ。

第2表大腸商しコクチゲン寸軟有：24時間貼附後其ノ局所皮膚ニ種々ノ大キサ ＝－4%

L トロパコカイン1軟脊ヲ貼附シ，日 7迫ヒテ測定シ待タノレ流血『I＇ノ凝集慣
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第 3表大腸菌Lコタチゲン1軟脊2'1時間貼附後其ノ局所皮I舟＝種キノ大キサニ4°a

L トロパコカイン1軟脊7貼附h 日ヲ迫ヒテ測定シ得タル流血中ノ凝集慣

内1 内：： B4 

み 1 

第 4表大腸菌Lコタチゲン＇ 1依存貼附後同局所皮膚面：frHJセシメタルLコカイン1

軟膏貼附商ノ大サト流血cJ＞凝集倒トノ相互関係（3頭平均）第1闘参照

1) L コタチゲン寸軟脊貼附局所皮膚＝
予H占附日 軟膏 6 H 
数

麻jiJ,正面積 貼附前 しコカイン寸秋脊ヲ使用セザPシ場

。，， 10.0 53.3 86.6 100.0 !J3.3 
合（第3報参照）。

,} 10.0 66.6 86.6 93.3 lill.i) 
2) l司上ノ全面積ニLコカイン寸軟膏ヲ

10.0 66.6 80.0 86.6 九日ー；l 塗擦貼附シ， 24時間毎＝更新ン14

10.0 40.0 66.6 66.6 40.0 日／；｛jマヂ持続セシ場合。

l2J I 10.0 26.6 33.3 33.3 20.0 （以下準之）

第 1岡 大腸菌Lコクチゲン寸軟脊貼附後同局所ニタ十周セルしトロパコカイ♂軟膏

貼附面ノ大サト流血rJ＞産生凝集的トノ相万ー闘係（3頭平均）第4表参照
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I一一一一Lコタチゲン1軟脊貼附局所皮膚ヲ

全然放置シしコカイン寸軟膏7］！占附

セザ2リシモノ。

Jr 一一同局所皮膚ノ Ji"'Lコカイン1軟膏

ヲ外周セルモノ，、

皿一一ー一同上主ニ外!flセルモノ o

IV－一一－I司J二｝ ＝外用セルモノ。
v ｜司全面積＝外mセルモノ。

、、、＼、、
＼＼＼、、

60 
、、、、

、、、

、＼

、、

v 

担

→ 局Ji)j-皮膚商Lコカイン可制刊占附日数
認 1) Lコカイン寸軟脊貼附以前ノ血清。

賓験成績考察

A) 最大凝集債＝就テ

大腸菌 Lコクチグン1軟背24時lilllt占附局所皮膚而＝就キソノ後種々ノ大キサニ4u，； しトロハヨ
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カイン1軟干f ヲ t合擦シ， 24時間毎エ更新セル＝，血中原生ノ品＇＇－凝集f~（ハ下ノ如クナリタリ。

局所f山内面積ノ1/5.:.Lコ
人群 カイン1軟干i；外Jol"lノJ場合－－…ー・・ー・・ ・・・・・.93.3(83.3)

B群 同I:1/3 ＝外「IJノ；場合 －……・・…一－…・ー..86.6 (/fl.Iれ

じ群 同 1-.v2＝外月］ノJ場合 ・一－－－…・ー……・・・一一66.fl(56.6) 

D群 同上全面新ニ外用ノ揚合－－－－………・一………33.3(23.3) 

目、上ノ所見＝依レバ Lコカイン.， i次・n：ヲ作111セシメタル而杭ガ大ナレパ ｝（ナル程階段的＝血
中産~ I：：特殊凝集素ノ最大値ハ小トナリタリ。

此際 （ ）内ノ：数字ハ凝集素ガ正常血清以上ニ；精強セル程度ナリ。

第3＊設＝於テハ克疫芯軟干f前底世局所f則市全部ヲ切除シタル場合＝於テ血中＝増強シ来リ

タ I~凝集索friハ23.3ナリキ。然ルニ切除ノ代リエしコカイン寸軟ffヲ検擦シタル場合ニ於ケル血

中榊強凝集前モ亦タ23.3トナリタリ。

此ノ所見ノ封Jl:ニヨリテ余等ノ行ヒタ九i%Lトロパコカイン寸軟干i；ノ塗擦貼月1操作ハ日該皮

肉局所 J切除 ト全ク同一ノ結果ヲ草野シタルコトヲ誌ム。印チ余等ノ操作＝ヨリテ前庭置局所l芝

府ガ血中凝集素ヲ供給スル作Jijガ全部臨海＝陥リタリシモノナルコトヲ認、ム。

gpチ Lコカイン 1作月J.：.依リテモ亦タ血中＝増強シ来ル特殊凝集素ノ7..J.%ハ局所皮円ヨリ直

接＝供給セラル、モノナルコトヲ知ル。然ラパ血中新生凝集素ノ時除2Gザοハ如何ナル機時＝ヨ

リテ如何ナJレ産生母地ヨリ血中ニ護現シ来ルヤ。切除乃至 Lコカイン「軟膏貼附ヲ免カレタル

前底誼皮肉・＝接続セルflllr守ガ免疫元ヲ吸収シタルガ馬＝起ルヤ。或ハ皮！浴ヲ通過シテ深部組織

或ハ臓器中へ吸牧セラレタルニ原因スルヤ。是等 ノ

疑問ハ他日ノ貰験ヲ待ツテ解決セラルペシ。

B) 平均凝集慣＝就テ

雨i項＝於テハ局所皮府楠cf事後第11日nニ於ケル最

大議集憤ヲ以テ考察ノ針象トナ宇タリ。

本項＝於テハ局所皮府しコカイン「外folj後流血中ニ

費生セル凝集慣ノ推修ヲ第15円日迄追及シ， ソノ全

経過中4岡.：.•it リテ償貸セル各凝集憤ノ平均値ヲ以

テ考察ノj封象トナシタリ。

第1表乃王第3表ノ所見ヨリシテしコカイ ン寸軟膏貼

第 S 表

大腸菌 L コクチゲン’軟脊貼附後，同局所皮

膚Lコカイン守軟脊外用程度ト第15日迄＝於ケ

ル4同検査ノ流血<l＇卒均凝集償トノ相互関係

廠薄商務 平均凝集償

QIJ 83.:: 

" 
”s ・: 

き 71.6 

l. 
・予 53.:l 

l~ ＇ ~s. : : 

1）及ピ 2）第4表ノ如シ。

附後第15 日迄＝於ケ＇~ －±同検資ノlf＂均凝集 前ヲ示ス時ハtfrn表ヲ得。

此＝依レパ

A群 78.3,B群 71.6,c群 53.3, D Ii日8.3o
gpチ数値ノ絶針数ハ異ルモ，全ク前工員 .＼） ：：：. 於テ J,;j所I~乙府Lコカイン1軟·f\＇外「ll ニテ第11 日目
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日 本外科究函第 1G 巻音声 4 鋭

二於ケyレ最大口幸生凝集慣ノミヲ観察ノ事l奴トナシタル際ト全ク同一・ノ結果トナリタリ。

従ツテ A）ニ於テ考察セラレタル各種ノ：事項ハ B)＝於ケルモノト何等ノ差異ナク，之ニヨ

リテ上記ノ ：（）~~ ノ銃身正鵠ヲ得タルモノナルコトヲ識n 可キナリ。

費験第2 大腸菌しコクチゲシ寸軟膏貼附局所以外J皮膚＝

」トロハコカ4シ「軟膏ヲ貼附シタル場合

各群個々ノ貫験成杭ハ第6表乃至第71三ニ示サレ，之等ヲ綿括平均シテ第8友及ピ第2刷ヲ

得タリ。
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第 8 表

大腸菌Lコタチゲン1軟膏貼附後｜司局所

以外ノ皮膚面へ作用セシメタル Lコカ

イン E軟有＝貼用面ノ大サト流血中凝集

償トノ相互関係（:lii"i{平均）第2闘参照
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：？？｜訴 6日 8 If 麻 脊貼
Ji),¥ 附前

、
（） 86.6 100.0 93.3 

~ 10.0 66.6 86目6100.0 86.6 

1 10.0 66.6 93.3 100.0 86.6 
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第2聞 大腸商」コクチゲン l 軟脊貼附後！司！泊所以外ノ皮膚商ニf'VIHセシメタル Lトロパ

コカイン1軟膏貼！日商ノ大キサト流血中産生J笈’集f~~ トノ相互闘係 c:: .vw ノI'-均）第8表参照

,., 

" 流
血
中
凝
集
倒

免疫元軟脊局所以外ノ健常皮膚
，、ノ Lコカイ♂軟脊貼附rr数

賓験成績考察

I一一一秋脊貼附局所以外ノ皮膚ヲ全然其

もれ＇ii:トタ・セノレモノ。

_[ 一一；局所面・ュ相常スノレ健常皮膚へノ

._::iカイン1軟干f外｝目。

E ‘一一一会長IPR商＝相~.；＼・ ？. Jレ健常皮膚〈／

Lヨカイン1軟膏外則。

1) しコカイン1軟膏貼附以前ノ血清。

以上ノ所見＝依レパ， Lコクチグン1軟膏24時間貼f1J後各群トモ第四日目＝於ケル流血中援集

慎ハ最大ナルガ， ソノL トロパコカイン「軟膏貼附而積ノ大小＝除lセズ，

F群 （同局所全面積エ相官スル健常皮 •• 100 
府而へ I Lコカイン寸軟背外月j)

G群 (Lコクチグン寸軟膏貼附面積ノ 1/2.＝.相蛍 •••. 100 
ル健常皮膚聞へノLコカイン寸軟日外nJ)

ι シテ之ハ第3報＝於テ立誰セラレタリシ。

同局所皮膚面積＝全然」コカイン1軟’ii；ヲ外月1セザリシモノ 100

ト全ク同一ノ凝集憤ヲ示シタリ 。

~pチ軟符貼附局所以外ノfff常皮府.＝. L コカイン1 軟官ヲ外rn スルモ流血中ノ凝集長； 1~r生ニハ

何等ノ影響ヲ蒙ラズ。 Lコカイン1軟行ノ：外）吋ガ免疫元軟背ヲ以テ （24時間1高Ii底世セラレタリ

シ局所皮牌＝加ヘラル、エ及ンデ始メテ流血中ノ凝集長ノ産生ヲ阻f点スルモノナルコトヲ認

ム。

本研究ノ第2報＝於テハ，抗元軟背貼附局所以外ノ健常J}Zfi守へしコカイン寸軟官ヲ外「nスル

時ハ流血中ノ Lオプソニン寸産生ハ幾分限￥千セラル、モノナルコトデ~fl， メタレ共，本報告＝於

ケルガ如ク凝集素ノ！なJ生ニ就テハ此ノ如キ問客作HJヲウ：読シ得ズ。今後ノ精争IUナル研究ヲ要ス

ルモノナリ。

結 吾晶
画開

1) 健常家兎皮！持 J 4.5cm x 4.5cm ノI面積ニ大腸菌しコクチグ ン「 1l!J¥・;'¥;:2.0.JL(Lコクチグン寸

合量1.25姥）ヲ指頭ヲ以テ5分間塗擦れ 24時間放置シテソレヲ清拭シタル＝，第8日11ヨリ流

血中斗ii:大腸菌凝集素ガ！幸生セラレ，而モ第12日目＝於テ最大凝集慣ハ100ヲ示セリ。

2) 此ノ際免疫泊肱ff貼附局所皮！舟＝就テ， ソノ貼附両杭ノ1/5,1/3, 1/2及ピ全Ii悦I！＝向ツ
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テ4%Lトロパコカイン寸』欧i'i’ヲ夫々 OA瓦（Lトロパコカイン寸0.016］.・L合イf),Q,6J.L (Lトロパコカ

イン＇0.0_!4Jじ合イf), l.01L (L トロパコカイン寸0.0-t瓦合有）ヲ塗擦貼附シ，勾24時間＝更新持続

シタノレニ，第12日目ノ最大凝集問ハ 93.3: lhfi 66.6 ; 33.3 トナリタリ。

3) 然 IL ニしコクチグン＇ •I次Ti：姑附以外ノ健常皮肉ニソノ貼附両積ノ 1/2及ピ全面菌、［ニ相官ス

ルダケ4お L トロパコカイン寸欣背ヲ外HJシテモ第1:211目ノ最大凝集慣ハ何レモ100ニシテ宅モ

減少ヲ来サ、川リキ。

4) 印チ Lゴクチグンつ軟’i}ft占附局所皮府ヨリシテ流血中へ凝集ヲl毛ガ供給セラル、モノナル

コトガ、新I誰サレタリ。

5) 免疫元4次官貼附局所皮肉ヲ全部切除シタル場合（第3微）ト， ソノ：全而積ニ Lトロパコカ

イン寸軟？！？ヲや擦貼附シタル場合（iij'q報）トニ於テ血中ニ新生シ来リタル凝集素憤ハ何レモ23.3

ニテ同ーナリキ。故＝此｜祭 Lトロパコカイン寸軟う’fノ作用ハ局所切除ト同一ノ結県トナリ， Jt:

ノ組繊細胞ノ機能脱落（肺痔）ガ完全ナリシコトヲ認ム。

6; 免疫局所/lz_/1可ノ全切除或ハ Lコカイン 1臨時＝ヨリテ，凝集慣ノ正常以上ノ血中産生ガ

90.0ョリ23.3；.減少セリ。印チ 100: 26ノ減少ニシテ，従テ抗原軟＇ ff貼πj皮肉局所ハ血中ニ護

現スル凝集素ノ 7－±%ヲ自家ノ皮膚局所ヨリ供給シ居タルモノナリ。以テ免疫元軟背塗燦ニ尚

1レ粧皮全身性免疫ノ獲得（血中産生凝集素）ハ I：トシテ局所皮府ノ生活機能＝帥スルモノタyレ

コトヲ認ムベシ。残リ ：W%ノ凝集主ハ如何ナル組織ヨリ供拾セラノレ、ャノ疑問ハ更ニ貫験ヲ

以テ解明セラルベシn

7) 以上ノ次第ナルヲ以テ，免疫心軟’i'j;l合弁；ぇtL= r!J 1レ全身性免疫獲得ェ首リテハ皮Ii可以外ノ

重要ナル組織及ビ措内臓ハ殆ンド免疫物質ヲ也接＝供給セザルモノト考へ得可ク，従テ叉売疫

操作ニ）Jj¥[I.:¥スyレ不快ナルm1J作JIJハ免疫Jl:1il¥・Hi/H禁法ニ於テハ殆ンド持無ナリト推定シ得可シ。




